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カ ヤ ネ ズ ミ の 採 集 と 飼 育1'2)

白石哲

On the collecting and rearing methods of the Japanese 
    harvest mouse,  Micronzys japonicus Thomas 

              Satoshi Shiraishi

緒 言

野生動物の生活 史を究め るには,自 然状態におけ る

対 象動物 の野外観察 と平行 して,こ れを採集飼育 し,

野外観察 の不十分 さを補な う必要がある,こ の採集 ・

飼 育はもつ とも根木的な問題 であるにもかかわ らず,

容易でない ことが多い.著 者は長年カヤネズ ミの飼育

を行 なつて,い ささか新知見 を得 たので,こ こに報告

す ることに した.

稿 を進 めるにあた り,御 指導 と助言 を賜わつた恩師

元九州大学教授 平岩馨 邦先生,三 宅貞祥教授,内 田照

章 教官 に心か らお 礼中 しあげ る.

1.採取方法

実験室 内で飼育を続 け,種 々の実験 観察を試み るに

は,対 象となる動物を損傷せずに生 か して入手 す るこ

とが まず必 要である.単 に採 集す るだけの口的で あれ

ば,小 型哺乳類 の場合 には,ハ ジキ ワナ,ト ラバサ ミ

な どを使用す るのが便利であ る.し か し,こ れ らの方

法では上述 の目的を達す ることがで きない.し たがっ

て著者は カゴわなによる採集方法に もつば ら頼つ た.

市販 の カゴわなでは 金網の 目があ らす ぎて,カ ヤネズ

ミの ような小型 種の捕獲 には適 さない.

また気候温暖な時期には よいが,冬 季には折角生 き

て採集 された動物が,一 晩寒気 に曝 され る結 果,凍 死

して しまう.著 者 は20×10×10cmの 大 きさを持つ

目の細か な金網張 りの特製 カゴわなを用いた.こ の カ

ゴの 一端 には8×6×6cmの 巣箱が取 り付け られて

い る.更 にこの巣箱には密着 してはまる トタン製のお

おい箱が付いてい る.冬 季には この 巣箱の 中に 古綿

や,わ らを短 く切 断 し叩いて 柔 らか くしたものを入
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に よつ た.明 記 して厚 く謝 意 を 表 す る.

れ,保 温 の 便 を は かつ て や る.誘 引 餌 と して は ソバ 粉

と小 麦 粉 を 等 量ず つ 混 合 し,水 で練 つて 作 つ た や や 固

めの だ ん ごを 使用 した が,時 に 米 の粉 と小 麦 粉,糠 と

小 麦 粉 を 混ぜ た だ ん ご も使 用 して み た.こ の カゴわ な

に よ る方 法 で は,箸 哲の 経 験 に よ ると11月 ド旬 か ら

5月 初 旬 まで の約5カ 月 は よ く採 集 で き る が,そ れ 以

外 の夏 ・秋 の 候 に は ほ とん と採 集 で きな い.東 京 都 城

」北地区荒 川放水路河 畔 の上流,戸田橋か ら下流 の江北

橋 まで の 約9kmに わ た る地 域 で,1952年 秋 か ら1953

年 夏 にか け て の1年 間,小 型 哺 乳 類 の採集 を行 なつ た

那波(1961)は,10月 か ら1月 まで の4ヵ 月 間 の採 集

結 果 を ま とめ 報告 して い る.そ れ に よ ると土手の 上 下

に生 え る草 の 上 に 作つ た巣 は,比 校 的 多 く見 られ るに

もか か わ らず,10月 お よび11月 の中 旬 まで は1頭 も

カ ヤ ネ ズ ミを 採 集 で き な かつ た.や つ と11月下旬 に

1頭,12月中旬 に1頭,1月下旬 に1頭,、計3頭 を得た

が,そ れ は 採 集 で き た ハ タネ ズ ミMicrotttSmonte-

bellimontebe/ii,ア カ ネ ズ ミApodemUSspeciOSUS

SρeciOSUS,ハ ツ カネ ズ ミMttsrnitsculUSmotossinus,

ジ ネ ズ ミC'rociduradsinezumichisai総捕獲 個 体 数

195頭 の1.54%を 占 め るに 過 ぎな かつ た.

晩 秋 か ら冬 季 にか け て よ うや く採 集 で きた 埋 山 と し

て,那 波 は天 然 の餌 が 欠 乏 し始 め るか らだ ろ う と説 明

して い る.す な わ ち 「野 外 の 草 の 実,そ の 他 の もの が

無 くな る頃 に な る と気温 も降 り,穴 倉生活 だ けに な る

が,こ うな る と餌 も欠 乏 す るた め か,採 集 出来 る」 と

述 べ て い る.著 者 も全 く 同 じ考 え を有 して い る.那

波 が 採 集 に用 い た餌 は大 麦,ピ ー ナ ツ バ ター,ク ル

ミ,ニ ン ジン(こ れ は 食 せ ず)の4種 類 で あ る.夏 ・

秋 の 候 に も餌 を変 え て 採 集 を 試 み れ ば,あ るい は 採 集

可 能 か も知 れ な い.し か し,こ れ らの候 に は カ ヤ ネ ズ

ミが 生 息 す る河 畔 に は,カ ヤや 下 草 が よ く繁 茂 し,わ

なを 設 置 回 収 す るの が一aX:労 で あ る.と ころで す で に

報 告 した よ うに,こ れ らの 季 節 に は草 の葉 を 利 用 して



第1表.球 巣 か ら採 集 して 来 た 乳仔 の飼 育 記 録.

採 集
ヨウ シュ ハ ツ カ ネズ ミ(白 変 型)に つ け る

ア ワ,小 麦,牛 乳 を とる

ヨ ウシュ ハ ツ カ ネズ ミ と離 す

採集,ヨ ウシ ュ ハ ツ カネ ズ ミにつ け る

小 麦 を食 べ る,ハ ツ カネ ズ ミの乳 房 を も吸 う
ヨウ シュ ハ ツ カ ネズ ミ と離 す

採集,ヨ ウ シュ ハ ツ カ ネ ズ ミにつ け る

小 麦 を食 べ る,ハ ツ カ ネ ズ ミの 乳 房 を も吸 う
ヨウ シュ ハ ツ カ ネズ ミ と離 す

採 集,ヨ ウシ ュ ハ ツ カネ ズ ミにつ け る

小 麦 を食 べ る,ハ ツ カネ ズ ミの乳 房 を も吸 う
ヨウ シュ ハ ツ カ ネズ ミ と離 す

ヨウ シュ ハ ツ カ ネズ ミにつ け る,4仔 死 亡

残 り1仔 も死 亡

蛇 の腹 中か ら得 る

ヨウ シュ ハ ツ カネ ズ ミにつ ける

3仔 食 い 殺 さ れ る

残 り1仔 も食 い 殺 され る

ヨ ウシ ハ ツ カ ネ ズ ミにつ け る

1仔 衰 弱 死
ヨ ウ シュ ハ ツ カ ネ ズ ミと離 す

ヨ ウ シュ ハ ツ カ ネ ズ ミにつ け る

ヨ ウ シュ ハ ツ カ ネ ズ ミと離 し,麦,水 を給 す.食 せ ず 衰 弱,再 び ヨウ

シュ ハ ツ カ ネズ ミにつ け る

ヨウ シュ ハ ツ カ ネズ ミ と離 す

ヨ ウ シュ ハ ツ カ ネ ズ ミにつ け ず,餌 の み給 す

死 亡

ヨ ウシ ュ ハ ツ カ ネズ ミにつ け る

2仔 食 い殺 され る

残 り2仔 衰 弱 死

ヨ ウシ ュ ハ ツ カ ネ ズ ミに つ け る

2仔 食 い殺 され る,1仔 衰 弱 死

残 りの1仔 も食 い殺 され る

ヨ ウシ ュ ハ ツ カ ネ ズ ミに つ け る

ヨ ウシ ュ ハ ツ カ ネ ズ ミと離 す

ヨ ウシ ュ ハ ツ カ ネ ズ ミに つ け る

2仔 衰 弱 死

残 り1仔 も衰 弱死

採 集,そ の ま ま ま放 置

全 部 死 亡

5仔 中3仔 採 集,残 り2仔 逃 亡,牛 乳 と ア ワ給 与

ヨ ウシ ュ ハ ツ カ ネ ズ ミに つ け る

採 集 後 そ の ま ま放 置,死 亡

採 集 後小 麦,ヒ エ,ア ワを給 与



採 集 時1仔 逃 亡,6仔 そ の ま ま放 置,死 亡

1仔 の み 採集,餌 を 給eJ'

球 巣 の 中に 放 羅

採 集 後 そ の ま ま放 蹴,死 亡

球 巣 の 中に 放 置

採集 後そ の ま ま放 置,衰 弱死

球 巣 の 中に 放 置

採集 後 そ の ま ま放 置,死 亡

球 巣 の 中に 放 置

採 巣後 そ の まま 放 置,死 亡

採 集 後 そ の ま ま 放 置,死 亡

2仔 逃 亡,5仔 採 集,そ の ま ま放 置,死 亡

親 イ子一 緒}(採 集

親 と 隔 離

採 集 後,小 麦,ヒ エ,ア ワ給 与

採 集 後,小 麦,ヒ エ,ア ワ給 与

採 集,1itter番 号28の 親 仔 と一緒 に す る

親 ネズ ミと隔 離

採 集,litter番 培28の 親 仔 と一 緒 にす る

小 麦,ヒ エ,ア ワな どを 食 べ る

親 ネズ ミと隔離

採 集 後,小 慶,ヒ エ,ア ワ を給 与

採 集 後,小 麦,ヒ エ,ア ワを給 与

採 集 後,小 麦,ヒ エ,ア ワを給 与

親 イ子と も ども採 集

採 集 後,小 麦,ヒ エ,ア ワを給 与

採 集 後,小 麦,ヒ エ,ア ワを給 与

凍 死 して いた もの を 拾 得

球 巣 の 中に 放 置

行 方 不 明

球 巣 の 中 に放 置

行 方 不 明

球 巣 の 中に 放 置

行 方 不 明

親 仔 とも ど も採 集
親 逃 亡

餌 を 食 べ る

小 麦,ヒ エ,ア ワを給 与,1仔 逃 亡

全 部 衰 弱 死



球 巣 の 中に 放 置

球 巣 の 中に 放 置

球 巣 の中 に 放 置

採 集 後,エ ー テル で 段す

採 集 後,エ ー テル で 殺 す

採 集

エーテルで殺 す

球 巣 中 に 放 置

採 集 後エーテル で殺 す

球 巣中 て3艮先にタピ亡

球 巣 中 に 放置

採 集 後エーテル で 殺 す

親 仔 と もど も採 集

採 集・

生 乳 を 与 え る

食 パ ンを 食 う,牛 乳 を飲 む

牛 二孔 と食 ノぐン をfミ う
ヒ エ,ア ワ,パ ン を食 す,牛 乳給 与

ヒ エ,ア ワ,パ ン,牛 乳 を 食 す

牛 乳 を1∫髪.る,1イ 子そ了方不 明

1イ子嚢弱 死(第2「1i"'fの ノ掬出 を 認 め る)
5仔 衰 弱 死

球 巣 中 に 放 置

採 集 後エーテル で殺 す

球 巣 中 に 放 置

球 巣11[に 放 置
親 仔 一 編 に 採 集,親 と1仔 逃 亡,食 パ ン と牛 乳 を 食 す

ア ワ を 食 べ る

牛 乳 を 与 え る

衰 弱 死

採 集 後 ヒエ,ア ワ を給 与,親 逃 亡

作 つ た球 巣 の 中で,仔 ネ ズ ミが 分 娩 され 育 つ て い る

(;.Llイf,1962,1オ ン12D(UW/(,斜 写1i'くD.

漕:1・1'(一は この 乳 仔 をL喪渠 し飼 育 す る こ とを ぢえ た.第

1表 は 白石(1962)の 報 告 中 に あ る第2表 に,そ の 後

得 られ た資 料 と乳 幼 仔 の 箔育 経 過 を簡 単 に ま とめ 付 加

した もの で あ る.第1表 の1itter番1}1か ら17ま で

の13例(番 号6・10,15,16の4例 は 除 く)で は,

採 集 して 来 た乳 仔 の 身体 に 牛 乳 を塗 布 し,自 分 の 仔 に

授 乳iliの ヨウ シ ュハ ツ カ ネ ズ ミ(白 変 型)MUSmUS-

eulusvar.albinusを 乳 丹 と し,こ れ に抱 か 冠 た.こ

の際,あ らか じめ ハ ツ カ ネ ズ ミの 仔 に は牛 乳 を 塗 りつ

け た り,巣 の 中に撤 布 して お くこ とが 必 要 で あ る.ハ

ツカ ネ ズ ミは 自分 の仔 もカ ヤ ネ ズ ミの 仔 も同 じよ うに

休 を な め,腹 の ドに か ば い入 れ 哺 乳 す る.ハ ツ カ ネ ズ

ミの仔 の大 き さは 抱 か せ よ うとす る カヤ ネ ズ ミ乳 仔 と

同 じ位 か,小 さい方 が 望 ま しい.ハ ツ カネ ズ ミの仔 が



第2表 。 室 内 産 乳 仔 の 離 乳 日 令 。

大 きいと,カ ヤ ネズ ミの仔 は前者 に圧倒 され,乳 を得

ることがで きずに死 亡す る.し か し,カ ヤ ネズ ミの仔

の出生後のrl令 が余 り浅 くても結 果が思わ しくないよ

うである,

第1表 によ ると13例 中成功 しなかつた ものは5例,

その大部分が1～4日 令の未だ 裸の乳仔であ る.乳 を

与え られずに哀 弱死す るか,か み殺 されてい る.反 対

に 巳が生え揃つた乳仔は,そ の多 くが順調に育て られ

てい る.生 後12,131'1に はハツカネズ ミか ら乳 を受

けなが ら,同 時にみずか らも固 形物を摂食す るのが観

察 され,生 後2週間 でハツカネズ ミか ら離 して も大丈

夫 育つ ことが知 られ た.出 生時か ら{歌獣によつて育て

られ た場 合には,生 後14日 目に固形 物を摂 り,16,

17日 に離乳す る.し か し,な おしば らくは母獣 と生活

をともにす ることが,室 内の飼育条件下に出産 され た

仔 ネズ ミを観察す ることによつて知 られた(第2表).

したがつてハ ツカネズ ミを乳母 と した場合には,摂 食

の開始,独 立生活の開 始が自然育仔の場合よ りも早 く

な ることがわか る.と ころで日令 の浅い カヤネズ ミの

仔 をハ ツカネズ ミにつけた例が不成功 に終わつた こと

を述 べたが,そ の火敗は乳母になるハ ツカネズ ミの個

性 に原 因す ることも考え られ る.ち なみに乳母と して

用いた ヨウシュハ ツカネズ ミ(白 変型)は 愛玩用に動

物商が市販 していた もので,系 統は不り」であ る.常 識

的に敏感に過 ぎず,し か も出産 育仔 の経験のあ るハツ

カネズ ミを選択す るのが有効だと考え られ る.

さて,ハ ツカネズ ミを乳丹と して用い る方法では,

カヤネズ ミ乳仔が採集 され る時期に,適 当な大 きさの

乳仔を育てているハ ツカネズ ミ1こ1:獣を常時用,猷して置

かねばな らない.こ れは大変な手数 で ある.コ ウシュ

ハ ツカネズ ミの哺育に頼 らずに,カ ヤネズ ミの乳仔 を

育て られぬものか.餌 と水を 与えただけで,自分 で

摂食 して 大 き くなつて くれ ると 簡 単 で ある.第1表

1itter番 号18か らあとの例は,親 ハツカネズ ミをつ

けないで,種 々の 「1令の乳仔 に,年 乳,ア ワ,ヒ エ,

小麦を小 さく砕いた ものを給 し飼育 カゴに放置 してお

いた結 果を示す.こ れによ りlitter番号44だ けは例

外で あるが,い ずれ も生 後12,13H経 つ たものであ

れば育つ ことが わか る(第1表 巾,特 に死 亡と 記 し

ていない ものは うま く生育 したことを 示す).な お

1itter番 号57の 例では,生 後101「 令,両 眼がやつ

と開 くか,片 眼 だけが 開いている 乳仔7頭 であつた

が,牛 乳 と食パ ンを 与え順調に育 てることがで きた.

すなわち11日 令には牛乳 を 小型 スポイ ドを使用 して

経.口給 与した.12日 令 には食パ ンを牛乳で煮て柔 らか

くしたものを与えた.13r旧 には食パ ンを小 さ く切つ

て,牛 乳 とともに給 与した.14F旧 には アワ,ヒ エ,

ノ{i乳を 与えた.第12図 版,第2図 はこの乳仔が牛乳を

摂つているところを示す.こ のよ うに労を惜 しまぬ限

り,生 後10日 令の ものか ら育て られ るが,普 通には

12,13[令 のものを育てた方 が簡単で あることがわか

る.球 巣 中で 出産 された乳仔 の 口令 の推定には白石 の

基準(1959)を 用いたが,数日 置きに球巣を訪れ,そ

の時 々の発育状態を記録 し総合的に決定 した.第1表

の中 で球巣 中に放置 とあるのは,仔 数や性比,発 育 状

態を記録 したのみで,直 接には採 集 しなかつた ことを

意li未す る.再 度球巣を訪れた時,す でに親 ネズ ミが危

険を感 じ他所へ運 び去つて行方の知れ なかつ たものは

行 方不明 と記 した.室 内産の もの1例(第2表,litter

番 矯1)で は,ノt後1211〈 〉に試験的に親と111㌧再離 して



みた.体重 と活 動力の減少 を来た したので,翌 日再び

親 ネズ ミと一緒に したが,も はや哺乳 しなかつ たもの

と思われ,15日 令に死亡 した.こ の場合,乳 仔は未だ

みずか ら積極的に摂餌 しなかつたわけで,12口 令とい

うのは乳仔がみずか ら摂食 して無事に育つて行 くか,

あるいはそれができずに衰弱死す るかの臨界 日令 と言

えよう.つ ぎに生後12,13H令 の仔 ネズ ミの採集方

法 について 述 べたい.こ の 臼合に億,眼 も完全 に開

き,聴 覚,運 動力と も充分 に発達 しているので,あ ら

か じめ見当.をつけて置いた球巣に酪かに接近す る.つ

ぎにふろ しきのよ うなものを,球 巣 の上 におおいかぶ

せ包み込んで しまう.そ の後球巣だけを刃物で切 り取

る.場 合によつ ては親仔 ともども採集でき ることがあ

る,採 集 したネズ ミは布包みの 中を暴れ回 るが,布 を

食い破つてとび出す おそれはない.そ のまま実験室に

持 ち帰 り,大 型 の飼育箱や,石 油罐,桶 のような深い

容器に移す.カ ヤネズ ミは 石 油罐程度 の 深 さが あれ

ば,決 してそこか ら 外へ 跳び 出す ことはで きないの

で,ピ ンセ ッ トを使用 して ネズ ミを選別す る.

従来ネズ ミ類 の人工哺育 としては閉眼で,耳 孔が開

き始め る日令(13H令)の ドブネズ ミ乳仔 に試みて成

功 したという 報告が 見 られ る(中 田 ・伊藤,1956).

それによると15日 令 までは 微温牛乳(全 乳)を 給 与

し,16[令 以後食パ ンを牛乳で煮て半流動体 にした も

のを 与え る.日 令20日 以後28日 令まで は普通の食パ

ンと牛乳,自 菜,そ れ以後は牛乳,パ ン,オ シムギ,

オ リエン タル固形餌料(NMC5型),白 菜を 与え育

てあげたという.著 者の カヤネズ ミ乳仔 の飼育に際 し

参考に したところが多い.ま た近年無 菌動物を使用 し

て動物 体内に生息す る細菌がその動物 に及ばす影響を

調べ ることが行なわれてい る.こ の場・合,出 産直前の

胎児 を母獣 の帝王切開 によつて取 り出 し,無 菌 タンク

の中で無菌的 に哺育す る.宮 川(1963)に よるとシル

コンゴム製 のカテーテルを直接乳仔 の胃内に挿入 し,

2時 間置きに無菌飼料を注入,こ れを16口 間続 行す

る.日 令16日 以後は半固形飼料 を も食す るようにな

るが,そ れ で もなお20日 令まではカテーテル法を平

行 しなけれ ばな らない とい う.ま た強制哺乳を したあ

とは,肛 門 と外部生殖器をマ ッサージ して,排 尿,脱

糞を誘導 しなけれ ばな らない.こ の方法は非常に熟練

を要 し,カ テーテルの挿入技術 が稚拙で あつた り,注

入量,注 入速度を間違え ると,乳 仔 は嘔吐をひ きお こ

し,吸 引によ り窒息死す るとい う.カ ヤネズ ミ乳仔 に

もこの カテーテル法を応用すれば,も つ と口令の若い

乳仔を も哺 育で きるか も知れない.し か し多大の労力

を 要す るので,実 際的ではあ るまい.

II.飼 育 箱

前 報(白 石,1959)に 述べたように高 さ60cm,縦

横それぞれ30cmの 長方休 の 箱の2而 に[1の 小 さい

金網 を張つ たもの(第12図 版,第3,4図),お よびそ

れを横 に倒 した形の もの(第12図 版,第5図)を 飼育

箱 として使用 した,丈 の高い方には底 に約10cmの

厚 さに:Lを 敷 き,枯 れ樹の枝を固定 した.こ の枝のふ

た またの所 に小鳥商か ら購入 したジュウシマツ飼育用

のわ らで編 んだ巣を取 り付け,こ の中に古綿を入れ与

えた.

この巣箱 には最初雌雄1頭 ずつを収容 し飼育 した.

策10図 版,第6図 はこの巣の中で出産 され た3仔(生

後7rDと,古 綿やわ らをかみ切つて作つ た産褥を示

す.ま た第7図 は妊娠母獣,第8図 はこの球巣の 中で

休息 している母獣を示す.後 に同一 の箱で3頭 以上の

ネズ ミを飼育 してみたが,こ0)場 合 には住みわけ的現

象が認め られ,枝 に固定 された人工 巣 を利 用で きなか

つた ものは,飼 育箱の隅の地表にわ らで球状 の巣を作

り,そ こを隠れ場 としていた(第10図 版,第9図).

また横倒 し式の箱では,上 を敷かず に15cmの 長 さ

に切つ たわ らだけを入れ 与えたが,こ の場合 にもわ ら

を利川 して球巣状の隠れ場を作つ た(第10図 版,第5

図).そ0)他 に上述の縦に長い箱 を上,下 の2部 に仕

切 りアパー ト式 に したものや,種 々の大 き さの飼育 箱

を も試作 してみたが,飼 育結 果には影響なかつた.

平岩 ・浜島(1960)は 野生ハ ツカネズ ミMusmolos-

sinusを1,2頭 ずつ 飼育するための飼 育カゴ を考 案

してい るが,カ ヤネズ ミの飼育 にも便利で あ る.こ

れは20×10×10cmの 金網張 りのカゴで,上 而には

給餌 口,下 面に は トタン 製 の 糞尿受 け,一 端に は

8×6×6cmの 巣箱がつい てお り,実 験動物を衛生

的に飼育で きる.著 者は これを 主と して カヤ ネズ ミに

出産 を行 なわせ る時の 産室 と して 使用 した(白 石,

1959).こ の カゴの中で,野 生 ハツカネズ ミは交尾 を

行 ない,妊 娠,出 産 して いるが,カ ヤ ネズ ミの場合 は

雌雄を長期にわた り飼 育 して も,1回 も妊娠 しなかつ

た.交 尾,妊 娠,出 産が起 こるためには,カ ヤネズ ミ

はハ ツカネズ ミよ りも広 い空間を有す る飼育 箱で飼育

す る 必要 があ ることを 示唆 す るもの と考 える.し か

し,実 際問題と してどれ ほどの空開を必 要とす るのか

は,未 だ実験/i勺な仕']'i:をしていないので今後の研究に



ま ち た い.

III.飼 料

ili青ら(1936)は 台湾 に産 す る ネ ズ ミ類4属7種 の

胃 内容 物 を 調 査 し,そ れ らの 食 性 を 決 定 した.つ づ い

て 第2報 と して 前 報で 調 査 の 対 象 とな つ た 種 を 含 む

7属11種 の 胃 内容 物 を 詳 細 に 分 析 し報 告 した(青 木

ら,1941).こ の 第1,錦2報 の 中 に 台 湾 産 カ ヤ ネ

ズ ミMicromysminutttS(こ れ を徳 田(1941)は 亜 種

takasagoensisと して い る)の 調 査 結 果 が 報 ぜ られ て

い る.す な わ ち双 子 葉 植 物 で は6科(マ メ科,ヒ ル ガ

オ 科,キ ク科,ナ ス科,ア オ イ科,ヒ ユ科),単 子葉

植 物 で は2科(イ ネ科,シ ョウガ科)の 茎 ・葉 ・根 な

どの 植 物 体,種 子,果 実 を 食 して い た とい う.そ の 他

に 花 粉,羊 歯 ・菌 類 の 胞 子,昆 虫 を食 べ て い た.植 物

の 種類 まで 述 べ る とマ メ科 で は ナ ン キ ンマ メ,タ ヌキ

マ メ,ヒ ル ガ オ科 で は サ ツマ イモ,キ ク科 で は シ ロバ

ナ ノセ ン ダ ン グサ,ア キ ノ ノゲ シ?,ウ サ ギ ソウ?,ナ

ス科 では ナ ス ビ,ア オ イ科 で は ボ ンデ ン ク ワ,ヒ ユ科

では シマ イ ノ コヅ チ,イ ネ科 で は イ ネ,ス ズ メ ノナ ガ

ビ エ,エ ノ コ ログ サ,チ ガ ヤ,サ ワ ビエ,サ サ キ ビ,

シ ョウ ガ科 で は ゲ ッ トウ の16種(う ち2種 は疑 問 種)

とな つ て い る.

日本産 カヤ ネ ズ ミ の 食 性 調 査は 未 だ 見 あ た らな い

が,上 記 台 湾産 カ ヤ ネ ズ ミの 食 性 に 近 い こと は十 分 考

え られ る し,植 物 の近 似 種 も多 く見 られ る.黒 田(1931)

は本州 産 カ ヤ ネ ズ ミMicromysminutushondonisの

模 式 標木 と なつ て い る雌 の 飼 育 に あ た り,生 の サ ツマ

イ モ,キ ュ ウ リ,ニ ン ジ ン,ア ワ,青 菜 を 与 え た.そ

の結 果,ア ワ とキ ュ ウ リだ け を食 した と述 べ て い る.

そ の 後,ス イ カ,メ ロ ン,食 パ ン,エ ノ コ ログ サ,

ノ ビエを 好 食 す る こ とを 知 り,動 物 性 食 餌 と して は ア

カ ビ ロウ ドコ ガネ,オ ン ブバ ッタを 好 食 した と述 べ て

い る.直 良(1941)は トウモ ロコ シ,サ ツマ イ モ,食

ふ,キ ナ コ,小 麦 粉,エ ノ コロ グサ な どの 植 物 性 餌

料,イ ナ ゴ,ダ イ ミ ョウバ ッ タ,オ オ カマ キ リ,メ ザ

シ,イ リコな どの 動 物性 餌 料 を 食 す る こと を 述 べ て

い る,

以 上 の 資 料 か ら著者 は ア ワ,ヒ エ を 等 量 に 混合 した

ものを 主 飼 料 と し,そ れ に玄 米,小 麦(丸 ・押 し麦),

ひ き割 り トウモUコ シ,ア サ の 実 の い ずれ か を 付 加 し

て 給 与 した.ま た 折 々に 煮 干,野 菜(白 菜,キ ャベ

ツ,大 根 葉,サ ツ マ イ モ,キ ュ ウ リ,カ ボ チ ャ),種

子(ナ ンキ ン マ メ,ク ル ミ,カ ボ チ ャ),野 外 で採 集

して 来 た エ ノコ ロ グサ,イ ヌ ビエ,キ ビの 穂,ダ イ ミ

ョウバ ッ タ,シ ョウ リ ョウバ ッ タ,シ ョウ リ ョウバ ッ

タモ ドキ,オ ン ブバ ッタな どの昆 虫 を与 えた.そ の他

イチ ジ ク,モ モ,カ キ,イ チ ゴ,マ ク ワ ウ リ(甘 爪)

な どの果 実 も好 食 す る こと を 知つ た.な お 水 は毎 日新

鮮 な もの を給 した.

第3表.1頭 あ た り1日 の 摂 食 量.



第3表 はカヤネズ ミ1頭 あた りの1日 の摂食 量を知

るために簡単 に行なつた実験結果を示す.前 述 の縦 に

長い60×30×30cmの 飼育箱 を上,下 の2部 に仕切

り,上 段に雄,下 段に雌 を1頭 ずつ収容 し,1日1頭

あた りの摂食量を調べた.実 験は1958年9月10Ll夕

刻か ら,21LI夕 刻までの10H間 行 ない,24時間 を1

回と した.ま ず玄米,小 麦,ア ワ,ヒ エ,ひ き割 り ト

ウモ ロコシを別 々の器に入れ,24時 間に減少 した量を

秤量 し,5種 それぞれの1[の 摂食量 とした.餌 の容

器 と しては,カ ナ リヤなどの小鳥を飼育する際 に用 い

られる,つ ぼ型の小 さい陶磁器を使用 した.こ の5通

りの容器を密接 して並べ,容 器の下には トタン製 の浅

い受 け皿を置いた.こ れはネズ ミが器外に飛散させ た

穀類 を,あ とで選別 回収す るに便利なためである.ア

ワや ヒエは外皮を有 し,ネ ズ ミは これを食 べないで棄

て去 る.秤 量時には これ も回収 して計算 した.第6回

目の夕刻 には5種 類の穀粒 にさらにアサの実 を加 えて

みた.第7回 目の夕刻 にはサ ツマ イモを付加 した.最

後 の10回 目は玄米 のみを給 した.

表 には給与 しなかつたものは(一)を,給 与 したが

数 粒食 したのみで,秤 量不能であつた ものは摂食量0

と して記入 してある.葉 菜は隔 口に給 与 したが,24時

間 も経つ と凋萎 して正確 な摂取量が不明なので,単 に

(十)を 付 して給与 した ことを示 した.既 述 のように第

1～6回 までは5種 の穀類を給与 したが,こ の6口 間

の摂食量平均は雄が2.Og,雌 が1.7gで あった.実 験

開始前 の雄 の体重は8.09,雌 のそれ は6・09で あつ た

か ら,摂 食量は雄で体重の25%,雌 で28%に あた

る.7回 目以後はアサの実,煮干,サ ツマイモを付加

したが,こ れ らも含めた10回 の 摂取量平均 は 雄で

2.3g,雌 で2.1g,体CBの それぞれ29%,35%に あ

たる,要 す るに体重 の25～35%に あた る量を食す る

ので,そ れ よりも少 し余分 に給餌 してやればよいこと

になる.も ちろん正確 を期す るためには,ネ ズ ミの代

謝量 と各種飼料が有す るカロ リー量か ら,1日 の給与

量 は算 出され るべきであろうが,実 際的ではない.

さて,5種 穀類 の ユ～6日 までの摂食 量総 計をそれ

ぞれについて調べると,雄 では玄米6.5g,小 麦2.2g,

ひき割 り トウモ ロコシ2.2g,ヒ エ0.6g,ア ワ0.4g,

雌 では玄米4.2g,ひ き割 り トウモ ロコシ2.1g,小 麦

1.8g,ヒ エ1.Og,ア ワ0.8gと な り,嗜 好度は玄米

が一番高 く,つ いでひき割 り トウモ ロコシ,小 麦,ヒ

エ,ア ワの 順 となる.サ ツマイモは 青木 ら(1936,

1941)の 報告で も出現頻度が一 番高 いが,非 常 に好食

されるようであ る.属 は異 なるが カヤネ ズ ミと同 じく

小型種 の ヨウシュハ ツカネズ ミは1口 の給与 量が1頭

あた り小麦(企 粒)4g,大 根葉 ・小松菜5g,白 菜 ・

キ ャベ ッ69,煮 干19(こ れは隔rlに 給 与)と なつて

いる(安 東 ・田嶋,1956).こ れは 普通飼育(1カ 月

以 内の短期間)の 場合で,繁 殖用(dd系)に は穀類

5～89,大 根葉 ・小松菜5～89,白 菜 ・キ ャベツ7～

10g,煮 干2～3gと 水を 与えるとい う.

また野生ハ ツカネズ ミで は平岩 ・浜 島(1960)に よ

ると,成 体 の1rl給 与量は小麦1g,玄 米2g,魚 粉

29,チ ーズ19,キ ャベ ツ29,サ ツマイモ29と

なつている.妊 娠母獣 には小麦29,玄 米49,魚 粉

49,チ ー ズ29,キ ヤベ ツ49,サ ツマイモ49と2

倍 量を給 し,授 乳中の母獣 には,小 麦3g,玄 米6g,

魚 粉69,チ ーズ39,牛 乳10cc,キ ャベ ツ89,サ

ツマイモ8gと 平生のほぼ3倍 量を給す るとい う.

著者が これ までに飼育 したカヤネズ ミの巾での最長

命個体は,1960年4月11日 突験室内で出生 し,1962

年11月10日 死 亡した雌 で,生 存期間は2年7カ.月,

次が第1表 のlitter番 号57,1960年11月7FI福1岡

市 箱崎九州大学教育学部構 内で生後10日 令で 採集 し

た7仔 のうちの1頭(雌)で ある.こ の 個体は1963

年1月8日 に死 亡したので,生 存期間は2年3カ 月 と

なる.こ れ ら2頭 はいずれ も老衰死 と考え られ,上 述

の飼育方法で長期に亘つ て飼 育 可能な ことを示す もの

であろ う.

要 約

此 の報告では カヤネ ズ ミの採集 ・飼育法について,

これ までに著者が得 た幾つかの知見を述べた.カ ゴわ

なによる採集方法は晩秋か ら春 に用い ると効 率が高 い

が,夏 ・秋の候には低 い.し か し,後 者の候には乳仔

が多数採集 で きるので,そ れ らを 飼育 す ることを考

えた.

飼育法 として ヨウシュハ ツカネズ ミ雌(白 変型)を

乳母 として これに抱かせ る方法,乳 母ネズ ミを使 わな

いで人工的に飼育す る方法を応用 し,両 者 と も成功 し

た.こ とに生後[令12,13口 の ものは独 力で摂餌を

始 めるので飼育容易である,飼 育箱 としては60×30

×30cmの 大 きさの木箱 に金網を張 り,樹 の枝,小 鳥

飼育用 のわ ら巣 を取 り付 けたもの,わ らのみを入れ 与

えたものな どを使用 した.ま た 出産用には20×10×

10cmの 金網張 りの カゴを用いた.

飼料 としては従来の幾つかの報告を参考に,玄 米,



小麦,ア ワ,ヒ エ,ひ ぎ刮 り トウモ ロコシを主 に給 し

た.そ の他煮干,野 菜(葉 菜,根 菜,果 菜),種 子,

果実,野 草の種子,昆 虫(バ ッタ類)を 与 えた.水 も

毎 口新鮮な ものを給す る必要が ある.

カヤネズ ミ1頭 あた りの1El摂 食量を調べた結果,

ほぼ体」.Eの25～35%に あたる量を食す ることを知つ

た.玄 米,小 麦,ア ワ,ヒ エ,ひ き割 り トウモ ロコシ

の5種 穀類の嗜好度順位 は,玄 米〉 ひき割 り トウモロ

コシ≒小麦〉 ヒエ≒ア ワとなる.上 述の飼育法で飼 育

した カヤネズ ミの最長 命佃休は944日(雌),つ ぎは

802日(雌)生 存 した.
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 Résumé 

   In this paper, some informations on the collecting and rearing methods of the Japanese 
harvest mouse, Micromys japonicus Thomas, are described, which have been derived from the 
author's experiences. 

   The collecting method by means of cage (live) trap gives a high rate of captures in the 
seasons during late autumn to spring, but in other seasons (summer and autumn) does not so. 
The author surmises the reason as follows : the artificial baits may not be so attractive in 
the latter seasons, when there is a plenty of natural foods such as seeds of grasses, fruits and 
insects, as in the former seasons that bring about the shortage of natural foods . The bait 
used in the live trap collection was mostly made of one part of wheat flour and one part of 
buckwheat flour. 

   Fortunately, many suckling young can be easily obtained from the globular nests of these 
mice in the seasons of summer and autumn (Plate 12, Fig. 1). The author thought out two 
methods of nursing them and succeeded in them. One way is with the help of nursing mouse 
of different kind, Mus musculus var. albinus and the other is by means of completely artificial 
nursing. In the former way, the collected suckling young of the Japanese harvest mouse were 
previously spread with cow's milk and placed under the care of the nurses that had their own 
young spread with milk similarly. The suckling young (after the age of 10 days) showed that 
they could be fed on cow's milk and bread. The young at the age of 12 to 13 days begin to 
eat solid foods for themselvs such as wheat, seed of barnyard grass and millet (Plate 10, Fig. 
2). Beyond this age, to rear them becomes easier. 

   The boxes for rearing the mice have the size of 60X30X30 cm and wire-netting at their 
two sides (Plate 12, Figs. 3-5). In each of these boxes, a branch of wood was fixed with a 
straw-made nest for small birds such as lovebirds. Other boxes of the same size supplied 
with only straws in stead of bird's nest or of different size were used, but no different result 
was obtained. For parturition of pregnant mice, some wire-netting cages with the size of 20X 
10X10 cm were used as their maternity wards. Each of these cages had a shelter of small box 
with the size of 8X6X6 cm. 

   The solid foods daily supplied to this kind of mouse were mainly consisted of five kinds 
of corns such as unpolished rice, wheat, millet, seeds of barnyard grass and cracked Indian



corn. Besides them, dried small sardines, green vegetables (Chinese cabbage, cabbage, sweet 

potato, pumpkin, cucumber and leaf of raddish), seeds (peanut, nut, pumpkin, foxtail, barnyard 
grass and millet), fruits (fig, peach, persimmon, strawberry and melon) and insects (grass-
hoppers etc.) were occasionally supplied to the mice. Fresh water had to be given everyday, too. 

   The quantity of solid foods eaten everyday by this kind of mouse was equal to 25 to 35  06 
of its body weight. The orders of liking of the above mentioned five kinds of corns, shown 
by the tested mice, were as follows : unpolished rice>cracked Indian corn =wheat>seed of 
barnyard grass rmillet. 

   The longest record of life span of this mouse was 944 days and the next 802 days by 
means of the above mentioned collecting and rearing methods.
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                Explanation of Plate 12 

Fig. 1. The suckling young at the age of four days in their globular 

          nest on the bank of the Chikugo River. 

Fig. 2. The young at the age of 14 days lapping cow's milk. 

Figs. 3--5. The box for rearing the Japanese harvest mouse. 

Fig. 6. Three young at the age of seven days in their bed of cotton 

          and straw. This bed was made in the artificial nest (for 

          lovebirds). 

Figs. 7-8. The pregnant mother mouse. 

Fig. 9. The nest made of straw by the mouse on the bottom of 

           rearing box.
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